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 要  旨 
近年，ユーザによる参加型のサービスが非常に増加したことに伴い，教育環境も変化しつつあ
る．特に，blog，Wiki，SNS といった既存のツールを用いた学習実践が多く試みられている．し
かしながら，これらをベースにした既存の参加型学習環境は，蓄積された学習履歴があまり活用
されておらず効果的な学習支援が行われているとは言えない．そこで本研究では，参加型学習環
境における知識の外延的理解支援を行うシステムを開発することを目的とする． 
本論文では，学習者の持つ知識が外部からの情報によって再構築されることを「知識の外延的
理解」と定義する．そして，学習者が情報を発信することで学習環境の価値が高まるような参加
型の学習環境を「参加型学習環境」と呼ぶ．参加型学習環境における学習は，外部で獲得した知
識を外化することで開始される．外化された情報は環境内の全てのユーザに公開されるため，学
習者は他の学習者が発信した情報や，自分が発信した情報に対する意見を取得することができる．
そのようして得られた情報によって学習者が知識の再構築を行い，再び知識を外化することで学
習活動が循環し知識の外延的理解が進むことが期待される． 
本研究では，まず参加型学習環境における学習支援に必要な要件を考察し，そして，学習資源
の推薦を行う機構をもつ参加型学習支援システムを開発した．参加型学習環境は SNS型学習支援
システムとして設計し，システムを用いた学習活動を行った．また，参加型学習環境における学
習者モデルを知識モデルと参加特性モデルとして表現し，学習者のモデリングを行う機構をシス
テム上に実装した．学習者への学習資源の提供に関しては，被推薦者の知識モデルと学習資源に
含まれる重要語の情報だけでなく，学習資源作成者のシステムにおける社会的性質である参加特
性モデルを考慮した推薦機構の開発を行った．推薦機構は，学習者間の参加特性による相互作用
をモデル化することで，被推薦者と推薦される学習資源の作成者の参加特性との間に，教授者の
意図を反映することができる．例えば，学習活動が積極的な学習者に対し学習が受動的な学習者
による学習資源を，知識の伝達が苦手な学習者に対し知識の伝達が得意な学習者による学習資源
を推薦するといったことが可能となる．評価実験により，システムの有効性が示された． 
 
